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ニホンジカは、平成 25年度の農水・環境省の共同声明「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」以

降、指定管理鳥獣捕獲等事業などの捕獲事業が全国各地で実施されるようになり、捕獲の

強化やそれに関連した施策が全国的に実施されているところである。また、平成 28年度末

には多くの都道府県で特定計画の見直しが行われるところである。 

本講義では主に、1.ニホンジカの基本的生態、2.特定計画の運用・改訂に向けて、3.新

しい制度の運用：指定管理鳥獣捕獲等事業、について扱う。 

 

1.ニホンジカの基本的生態 

メスは 1 歳で性成熟し、2 歳から毎年、1 頭の仔を妊娠する。繁殖期にはハレムという、

1頭のオスに対し複数のメスで構成する群れを形成し、1頭のオスが複数のメスと交尾する。

このため、オスの減少は産仔数にほとんど影響しない。反芻胃を持つニホンジカは環境条

件に応じて多様な植物を食物とし、枯葉を食物とすることもしばしばである。このため、

着実に一定数の個体数が増加することとなる。 

 

2.特定計画の運用、改訂に向けて 

平成 27 年度に「特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイドライン（ニホンジカ編・平

成 27 年度）」が改訂発行された。このガイドラインでは、ニホンジカの生息数を減少傾向

に導くことを最低限の目標として運用されることを意識してまとめている。 

ここでは特に、ガイドラインの要点を中心に説明する。 

 順応的管理：PDCA サイクルの適切な運用 

 モニタリングのポイント（空間的配置、時間的配置） 

 

3.新しい制度の運用：指定管理鳥獣捕獲等事業 

平成 27 年度より、指定管理鳥獣捕獲等事業制度が開始された。捕獲に特化した制度であ

り、新しい制度であることから常に改善が求められる。事業の目的（既存の捕獲の上乗せ、

不足する担い手の確保）の再確認を行うとともに、計画や仕様書作成の際に必要となる情

報・知識（捕獲手法の理解）等について紹介する。 
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平成28年度 特定鳥獣の保護・管理に係る研修会 ＜初級編＞

①ニホンジカ
特定鳥獣5種の保護管理計画の考

え方と効果的な進め方え方と効果的な進め方

14:20～15:10講義３①

講義のポイント

• 主に特定計画の運用、捕獲施策

基礎知識基礎知識

• ニホンジカの基本的生態

特定計画の運用、改訂に向けて

• ガイドラインの要点

新しい制度の運用

• 指定管理鳥獣捕獲等事業
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まずは基礎知識として

• ニホンジカの基本的生態

分布（2014）
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移動様式

• 積雪地

移動型個体・・・冬期、積雪地から非積雪地

へ移動

•

移動型個体

非積雪地

定住型個体（主にメス）

分散様式

• 分布辺縁部ではオスが多い

→ 分布辺縁オ ばかりが捕獲されはじめる→ ＝分布辺縁

この段階に対応を開始することが望ましい

→ ＝定着が始まって

いる

オスばかりが捕獲されはじめる

メスが捕獲され始める

いる

深刻な状況が予測される









9

• 捕獲数、捕獲位置

生息密度、生息数の動向を評価す
る際の生息密度指標の種類

既存の仕組みから得られる

• 性、齢区分（０・１・２歳以上）

• CPUE、SPUE、猟法別捕獲数

既存の仕組みを工夫して得られ
る

• 区画法、糞粒法、糞塊法 など
• 植生衰退度、農林業被害状況

相応のコストを費やして得られる

捕獲に関する情報

• 捕獲数など、報告義務がある情報

ダ• 出猟カレンダー等によるCPUE、SPUE

• 性別、年齢に関する情報

・報告が義務ではない情報は記録者の理解と習慣化が必要
理解→情報のフィードバック
習慣化→報告様式の工夫

・データ化の際、行政担当者の負担となることがある
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新しい制度の運用

• 指定管理鳥獣捕獲等事業

目的の再確認

• 既存の捕獲の上乗せ

都道府県が主体とな 実施– 都道府県が主体となって実施

• 不足する捕獲の担い手の確保

– 認定鳥獣捕獲等事業者
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計画や仕様書作成の際に必要とな
る情報、知識

• 捕獲の実施状況（既存の捕獲：有害・狩猟）

ど 実施され るか– どこで実施されているか

– どのような猟法で実施されているか

– どの程度実施されているか

・まずは、捕獲報告からまずは、捕獲報告から
捕獲数、捕獲位置情報
出猟カレンダー

・具体的にはヒアリング等
5kmメッシュよりも細かい単位に落とし込む

猟法の理解

• 銃による猟法
– 待ち伏せて捕獲する方法待ち伏 捕獲する方法

• 待ち伏せ猟
• 誘引狙撃
• コール猟

– 探索や追跡をして捕獲する方法
• 流し撃ち
• 忍び猟
• 跡追い猟

– 探索や追跡と待ち伏せを組み合わせて捕獲する方法
• 巻き狩り

• わなによる猟法
• くくりわな
• 箱わな
• 囲いわな

・概要
（適用条件、必要とする人数、コスト等）
を理解する。
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事業評価

• 新しい取り組みであるため、常に改善が要求
される 事業計画の改善される

• 費やす予算が有効に働いているか

・事業計画の改善
・制度の改善

・客観的評価につなが
るデータの蓄積が必るデータの蓄積が必
要

平成26年度甚大な被害を及ぼして

いる鳥獣の生息状況等緊急調査

分布調査• 分布調査

• 糞塊法調査

• 捕獲状況調査

限られた情報・事例であるが、参考に出来る情報
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平成26年度甚大な被害を及ぼして

いる鳥獣の生息状況等緊急調査

分布が確認されている• 分布が確認されている
5kmメッシュすべてについ

て、階層ベイズ法が反映さ
れた生息密度が示されて
いる（一部県を除く）

平成26年度甚大な被害を及ぼして

いる鳥獣の生息状況等緊急調査

以下の方法以下の方法の中から２つ以上• 以下の方法以下の方法の中から２つ以上
を選択し実施

– 銃を用いた複数名による巻き狩り

– 銃を用いた個人猟（追跡型の忍び及流し）

– くりわな猟

• 調査の規模は、１都道府県あたり狩猟者人
工数として計 50 人工
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捕獲効率

平均捕獲効率
猟法

平均捕獲効率
（CPUE）

巻き狩り 0.11

くくりわな 0.02

個人猟 流し猟 0.71

忍び猟 0.50

流し猟と忍び猟 1.79

最後に

• 個体群（数）管理

害• 被害防除（管理）

• 生息環境管理

ご静聴ありがとうございました。


